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環境パー トナーシップちば

横 山 清 美

千葉市中央区中央港 1111
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年頭にあたって
千葉県環境生活部環境生活課長 平 山 勝 雄
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一人ひとりが、電気やガスなどの使い方を工夫したり、

ものを大切に使ったり、リサイクルに協力するとい

ったことなどからライフスタイルを変換し、その輪

を広げていくことです。

ところで、私は昨年11月19日に開催されました 「環

境シンポジウム2000千 葉会議」に参加させていただ

きましたが、皆様の熱心な討論や発表にたいへん感

銘を受けました。市民の方々や企業関係者、行政関

係者が対等な立場で集い、環境問題の解決に向けて、

一人ひとりの具体的な行動を訴えるこうした活動が、

地域の、ひいては地球的規模の環境問題を解決して

いく一歩につながるものだと思います。

私どももこうした活動をできる限り支援してまい

りたいと考えておりますので、これからも皆様方の

御協力をお願いする次第です。

終わりになりましたが、本年の皆様方のご健康と

ますますの御発展をお祈り申し上げまして、年頭の

あいさつとさせていただきます。

だめだという発言があり、本当にそのとおりだと思い

ました。 「みんな」=「 パー トナーシップ」であり、

まさに、私たちの会が必要とされているのです。

「環境パー トナーシップちば」も発足し

てから4年 目に入り、すっかり安定

した感があります。もちろん 「安

定Jし てみえる裏には、特に熱心

な方たちの集まりならではの、幹事

の皆さまの非常なご苦労がおありのこと

と思います。でも、「パートナーシップ」が主役になり

そうな21世紀に入つたのを機会に、ここで、思い切

り羽ばたこうではありませんか。

明けましておめでとうございます。新しい年を迎え、

皆様方にはますます御健勝のこととお喜び申し上げ

ます。

さて、私たちが暮らしてきた 「20世紀」を振り返

りますと 「物質的な豊かさ」をひたすら追求してき

た世紀でもありました。このような社会の要請のも

とに、多くの資源やエネルギーを使用することによ

つて成り立つ、現在のような大量生産 。大量消費 ・

大量廃棄型の社会経済システムが構築され、その結

果として今日の様々な環境問題が発生することとな

つてしまいました。

今、私たちは、新世紀を迎え、「環境」という言葉

にみんなが集いつつ、脱 「資源 。エネルギー」社会

を目指し、失った環境や人の 「′い」を取り戻すこと

が必要であると思います。

さて、脱 「資源 。エネルギー」社会を実現するた

めに何よりも必要とされていることは、まず、私た

ち一人ひとりが身近な生活を見直すことだと思います。

みなさま、あけましておめでとうございます。

今年も、よろしくお願いいたします。

10月のエコメッセで、たくさんの方たちに

お会いしました。今まで担当したエコ

マインドやエコリーダーなどの受

講生の方たちが、講座終了後も活

動を続けて (始めて)下 さってお

り、その方たちにお会いできたの

です。少しずつかもしれないけれど、

着実に市民の力が広がっていることを感じました。

先日参加したあるシンポジウムで、これから先、環

境を良くしていくためには 「みんな」でやらなければ

「Эむガれ
ひろガ枚
21世紀へ」
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「だより」Vol.14・ 15にてお知らせしていま

した、 「環境シンポジウム2000千葉会議」は、11

月19日に富士通幕張システムラボラトリの会場を

お借りしてお蔭様で盛況に開催されました。会員

の皆様の中には、実行委員やスタッフとなり準備

や実施に汗を流され、市民。行政。企業のパ トナー

シップによる環境保全を体験いただいた方が大勢

いらっしゃいます。私もその一人で、実行委員長

第 1分科会

「環境シンポジウム2000千 葉会議」と開催時期

を同じくして、オランダ ・ハーグで 「気候変動枠

組み条約第 6回 締約国会議 (COP6)」 が開かれて

いましたが、参加国の主張が噛み合わない状態で

幕を閉じました。

第 1分 科会では、温暖化の原因であるエネルギ

ーの消費は、現代社会において人間が存在するか

ぎり不可欠なものであり、環境配慮とエネルギー

消費を同時に達成するためには、環境家計簿の利

用と普及を徹底させることが重要であるとの認識

のもとに活動を始めました。

第 1部 において千葉県環境政策課高梨秀一講師

が 「地球温暖化防止と環境家計簿」と題して、①

最近の動向、②千葉県温暖化防止計画について触れ、

県 ・市町村 。県民 。事業者 ・民間団体ごとに取り

組みを設定し、環境家計簿の活用によリエネルギ

ーの見直しがなされ、C02の 6%削 減が可能であ

ると言及しました。次に千葉県環境研究所の伊藤

章夫講師より 「環境家計簿の実践」と題して、電力 ・

ガス ・水道 ・ガソリン・灯油とゴミを対象にして 「諦

めず、面倒くさがらず、持続させることが重要だ。」

催されました
実行委員長 横 山 清 美

として、三者のパートナー

シップを学ぶ良い体験をさ

せていただきました。シン

ポジウムは、ひとつの環境

学習の場だったと思ってい

ます。

参加下さつた会員の皆様

には、満足いただけました

でしょうか ?

疑間点、感想、意見など

投稿下さい。今後の参考に

させていただきます。今回

は、全体での基調講演を無くし、各分科会に時間を

かけましたが、それでもまだ時間が足りないとおっ

しゃっていました。分科会の記事を楽しみにして下

さい。すでに次の行動にかかっている分科会もあり、

来年のシンポジウムまでの展開が楽しみです。次の

行動につながる環境シンポジウム千葉会議をめざし

て、皆様の中に次の実行委員やスタッフに手を上げ

て下さる方が多いことを期待しています。

と訴えました。

第 2部 は、「第 1グ ループ 。私たちの手で使いや

すい環境家計簿を作る」 「第 2グ ループ 。環境家計

簿に取り組む輪を拡げよう」の2つ のグループに分

かれて討議を行いました。

このシンポジウムを契機に、環境家計簿の重要性

を認識し、自分たちで創り、千葉県全域に拡げよう

という新組織を21世紀に向けて発足させることに

なりました。 部会長 田口 迪夫

『地球温暖化防止を考える』
一環境家計簿は地球を守り、家計を助ける一
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第 2分 科会

谷津田 ・里山の保全を考える

討論からアクションヘ

「めざせ、ごみゼロ、循環型社会」分科会は、 「ゴ

ミ」と言う暮らしに直結したテーマのせいか、定員

をオーバーする盛況でした。私たちがもっとも、重

点的に考えたいのは、従来の一発花火型から継続型

に移行出来るよう努力してみようとスタッフ会議の

段階から、準備していった事です。分科会のテーマ

に合わせて、事例、提案スピーチの後、三つのグル
ープにわかれて討論を展開しました。
1.自 分達からのチャレンジ、ライフスタイルの転

換

2.ダ イオキシンはストップ出来るか

3.環 境基本法と私達の暮らし

グループ毎に話し合いの後、ワークショップでは、

行政、企業、市民への注文と私たちに考えられるア

クションプランニングヘの模索を話し合いました。

しかし総体的にトークの時間は足りませんでした。

今回 「法律」のテーマも、初めてとり上げましたが、

環境基本法についてのなじみも薄いせいか、今一深
められず、説明に終始した感がありました。ライフ

スタイルの転換、ゴミ減量、循環型への移行、情報

第 3分科会

プログラムの始めに、ゲス トとしてお招きした

印西市在住のナチュラリス ト、ケビン ・ショー ト氏
から 『里山 日本のカントリーサイ ト』との表題で、

日米の自然を比較しながらその共通点や問題点、

価値観などを、県立中央博物館中村俊彦氏との対

談を交えながら語っていただきました。

昼食後、 日本の原風景である谷津田 ・里山を自

然の象徴ととらえ、①自然の価値への気づき②農

業としてのかかわり③その自然をまちづくりのな

かに取組めないか④自然環境の保全活動はいかに

あるべきかなど、4つのグループに分かれ、市民 (農

公開等、提案されたアクションプランニングを行動
へ移すには、 「ゴミゼロ、ネットワーク」を立ち上

げて、具現化してゆこうと呼びかけられ、三十余名
の讃動を得て、日下立ち上げの準備がされています。

今後は、シンポジウムも専門分野化され、行動に

結び付く、システム作りも、必要になろうかと思い

ます。

又シンポジウムに参加した、一人一人の課題でも、

なかろうか、ご参加ご協力ありがとうございました。

部会長 永島 輝代

業従事者、大山千枚田関係、谷津田 ・里山保全グ

ループ関係者等)教 育 (幼稚園、学校、博物館、環

境研究家等)企 業 (土地区画整理事業関係、建設

会社、産廃業関連等)行 政 (環境調整課、農林土

木課、農林水産課等)な ど、多岐に渉るパネラー

を交え、活発な討論が交わされました。

当初、300名収容の大会議室に、定員を100名 と

して立ち上げた分科会は、途中でお断りしたにも

係わらず結果として153名 となり、音声の交差など

の支障を来たしてしまった事を心からお詫びいた

します。

部会長 山口 由富子
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第 4分 科会

地域や学校の実態に応じて横断的 。総合的に取り

組むことができる 「総合的な学習の時間」が新しい

学習指導要領で導入されます。

体験を重視し、地域に根ざし、地域からの広がり

が求められる 「環境学習」は、学校における 「総合

的な学習Jの 取組のヒントになるのではないか、な

るべく多くの学校で 「環境学習」に取り組んでほし

い、そんな思いからこの分科会を設けました。

当日は、学校の先生や学生、一般の方などボラン

ティアスタッフを含め、48名 の活動でした。午前

の部では、地域と学校が一体となった環境学習の取

組事例や東京電力による教材提供などといった事例

発表が主体でしたが、参加者からは熱心な質問があ

り、参加者の意識の高さがうかがえました。

午後からは、 8つ のグループに分かれ、地域と一

体となって進める学校で取り組む環境学習について、

活発な話し合いが行われました。

第 5分科会

～世代で学ばう ・環境学習は、生涯学習～

地球に ・地域に愛を持てる人を増やそう/′

このパートは、今年で3回目を迎えます。

第1回は、 1998年

～集まろう 考える人 行動する人～

第2回は、 1999年

～家庭 ・地域 ・教育において～

そして今年は、3回目です。

当分科会は、これまでにない初めてのテーマでの

活動でしたが、学校の先生とともに一般の市民や大

学生が、学校で取り組む環境学習について、何より

も当事者として話し合うことができたことが成果の

一つだったと思います。

部会長 霞 剛

環境問題を解決するためには、一つ一つの問題解

決も大切です。

小さい頃からの教育も必要です。けれども、なに

よりもなによりも、一人一人の心のあり方に、基本

が在るように、思われるのです。

幼児期、学童期は、[心の感性を磨こう]感動する

心の大切さを考えました。

青年期は、[自分探 しの旅―私のや りたい事 。自

分を見つめよう l]

主体的に生きるとは、 どんな生き方か !?な にを

したいのか !何ができるだろう l

等を、考えました。

熟年期は、[見本になれる大人になろう l]どんな

事を、言うだろうか等討論しました。

それぞれに、考えた事柄を、「4つ のクロバー宣言J

として発表しました。

最後に、手づくり楽器の方々の心温まる演奏を聞

いて、閉会とさせて頂きました。

部会長 松山 みよ子

「総合的な学習」を活用した環境学習

楽しく学ぶ環境学習パートⅢ
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『学習舎と新年交流舎のお誘い』

21世紀も幕が開け、皆様の初夢はどんな希望に  を感じながら苦労されている現状などを、より円滑

満ちたものだったでしょうか。            に組織運営がどうしたら可能なのかを、この学習会
「環境パートナーシップちば」の新年初企画とし  で知識をより確かにして戴ければ主催者側として幸

て、NPO(特 定非営利活動法人)に ついて学習会   いです。

を開催することになりました。             お申し込みは別刷りのチラシにより、ファックス

NPO(特 定非営利活動法人)・ ・・良く目にし  でお願い致します。

耳にする横文字ですが、おぼろげながらどのような  講師 :栗原裕治氏

ものなのかは理解されている会員も多いことと思い     (千 葉まちづくリサポー トセンター事務局長)

ます。                        日時 :1月 28日 (日)午 後 2時 ～4時 予定

しかし、組織として立ち上げることによる、メリ   場所 :千葉県青少年女性会館 (モル ールのスポー

ットやデメリットについて、一番知りたいところが、     ツセンター駅下車徒歩 3分 )

なかなか伝わって来ない歯がゆさなどについても、      自家用車の場合は、穴川インターを出て柏方

しっかりと勉強出来る機会です。              面に向い最初の信号を右折。

今回は特に、環境に根ざした活動をメインにした   なお、学習会終了後には、新年交流会を同所内の

内容で開講いたします。               レス トランに於いて行います。講師も交えて、新年

現在、県内には120以上にもおよぶ環境グループ   の抱負など話題を盛り上げましょう。多くのご参加

が、各地域に於いて皆様により活躍されております。  をお待ちしております。

それぞれのグループが、 日頃の活動に何かと不便                    (T・ 永島)

第 1回

千葉県ディーゼル自動車排出ガス対策懇談会の開催

11月号にて予告させていただいた 「ディーゼル   及び走行量状況 ・大気汚染への自動車排出ガスの

対策懇談会」は、平成12年11月20日(月)に沼田知   寄与 。自動車排出ガス規制 。これまでの自動車交

事の委嘱状交付から始まりました。          通公害対策 。国の自動車排出ガス総合対策 。今後

委員は、座長に早稲田大学理工学部教授大聖泰   のディーゼル自動車排出ガス対策 。道路沿道実態

弘氏 (自動車排出ガス)、 副座長に東京情報大学   調査(12月11日から16日沼南町にて)などでした。

経営情報学部教授岡本員一氏 (大気拡散)を 含む    この後委員から、資料についての質問やDEP(デ

5名 の学識経験者と、産業界より5名、県民 3名、  ィーゼル排気粒子)に関する暴露評価データが日本

市町村担当局 ・部長 5名 の計18名で構成されてい   でほとんどないこと等が話題にされ、次回には施
ます。                      策メニューの提案が約束されたところで終了しま

議事の始めに懇談会の公開についての提案があり、  した。

委員のほとんどが公開に同意したため、1回目の当    次回は12月26日午後2時から千葉県文書館で開

日から公開とされ傍聴希望者の入室が促されました。  催されます。

議事録も発言者に確認の上、千葉県ホームページ                報告者 ・横山清美
で公開されますので、注目してご覧下さい。担当    ご意見 ・提案は、FAX(0473538134)か 、

事務局は環境生活部大気保全課です。この後事務    E― mail(k yoko@pop21.odn.ne.jp)にて横山まで

局より検討資料の説明がありました。大気汚染の   お願いします。

状況 。ディーゼル自動車の特徴 。自動車保有台数



(6)平 成 13年 1月 10日 発行 「環境パートナーシップちば」だょり

『マイバッグ ・レジ袋についての調査』結果報告
― 平成12年9月実施――

「環パちば」は本年度の中心課題として、地球温暖化防止問題に取組んでいます。身近

なことで二酸化炭素の削減に繋がるものとして、石油製品であるレジ袋の実情を知り、

マイバッグの推進のための調査を実施しました。百貨店 6・ スーパーマーケット16

店舗が、面倒なアンケー トにもかかわらず回答を下さいました。

<店 舗独 自の買い物袋について >

販売している(15)い ない(4)考慮中(2)

販売していない店舗はレジ袋の再利用で充分と

の見解。販売場所が店舗によりまちまちで、作

成コンセプトの違いが感じられた。

単価は、160～1000円。500円前後が中心。

<マ イバスケ ツトの販売について >

販売している(3)い ない(14)考 慮中(3)

一部実施(1)

店舗の形態の違いがあり、一様の問いかけは無

理があった。しかし、買い物袋の展示の中では

あると便利の声もあった。単価300円。

<ス タンプカー ドの実施について >

実施している(14)い ない(6)考慮中(1)

利用消費者は4～ 6%。 それによるレジ袋の削

減は 3～ 9%。 経費の削減は 5～ 9%が 多いが

換金のため削減に繋がらないが2店舗。

<レ ジ袋の材質、厚さ等の仕様について >

仕様を改善した(15)していない(4)考慮中(2)

厚さを薄くした回答が殆ど:レ ジ袋資源の削減

はばらつきがあるが31%を 筆頭に10%以 上。

していないの中にすでに改善済みがある。

<レ ジ袋問題で店舗として望ぬこと >

。地方行政がもっと積極的に関与して欲しい。

・全国で統一した仕組みを。

。レジ袋をごみ袋として認めるべきでない

。ごみ袋として使用可にする。

・行政主導で統一規格を決めて欲しい。

・買い物袋持参が50～60%に なれば有料化を視野

に入れたい。

。レジ袋使用削減は当面の重要課題だが、有料化や

税の徴収と言う極論になる事を危惧する。

・無料であれば貰うという事でなく、環境に対する

行動を実践してもらいたい。

。とにかく、買い物袋の持参を。

<今 後の問題と して、提起 したいこと >

・スタンプカードの共通化。

利用店舗ごとのカードは持ちきれない。

・買い物袋に店舗名を入れるならさりげなく。

他店舗での利用が′心理的にしづらい。

・レジ袋問題に行政も積極的な取り組みを。

資源の問題と同時にごみ問題です。

・消費者 。店舗 ・行政で話合う機会を。

率直な意見交換が必要ではないでしょうか。

・消費者は、いつでもどこでも買い物袋持参を。

エコメッセ (10.22～23)千 葉市産業祭り (11.2)

船橋市女性センターワークショップ (12.2～4)で 、

店舗 ・行政 。個人で製作した買い物袋55点を展示し、

「デザイン」「丈夫さ」「コンパクトになる」の3つの

ポイントで選んでもらいました。

420名 の方の協力があり、各観点から工夫して製

作されたものに高い評価が集まりました。

買い物袋持参推進のきっかけに, 目をひくものと

して展示を計画しました。貸し出しも致しますので

ご利用下さい。

報告者 大西優子
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の輸を広げる
―団体会員の活動紹介ニ

“住み良い環境創 ク″
心身の健康から"

住み良い環境創りは、一人一人の心身の健康を

取り戻すことが、最も急がれていることに気づい

た体験記を、簡単にお話させて頂きます。

私は戦後50余年の半世紀を一足飛びに駆け抜け

て来た今、外に目を向けてガムシャラに働き続け

ていたことに気づいた時に、自分自身を見つめま

した。自分自身に心の安らぎがないために、常に

自らの心身を傷つけ痛めて病んでいたことが解 り

ました。

この自らの誤った体験から気づいたことは、一

人一人が,い身の健康を取り戻し、安心、安らぎの境

地を育む時、私たちは人々への思いやりと動植物

へのいつくしみの心が芽生え、人間本来の豊かな

想像力が培われ、全ての生命に安心、安らぎの環

境を創れることが解 りました。このことに気づく

までには多くの問題を真剣に見つめると共に、使

命感を持って会社を設立してから、16年余の月日が

かかりました。

何故なのでしょうか ?

私達は、私達の身の廻りに起きる出来事により、

多くの人々の心身が傷つき合っている現実から、目

をそらしてきたからだと思いました。

私自身も、恥ずかしながらこの環境にどっぷり

つかっていましたが、心の中の叫びのように38歳

の時に、女性が自立して社会洞察をしなければと思

い立ち、積極的に社会参加をしました。

残念ながら様々な社会問題の原因に直面し、何度

も絶望のふちに立ち、生死をさ迷いました。それだ

け私達は人々の心身が傷つく社会を創り続けてきた

ことに気づきました。

本当に迷いに迷い、悩みに悩み苦しんだ末に、や

っと人々が,い身の健康を取り戻す方法と住み良い環

境創りの提案を、当社の仕事とする内容を明確にし

ました。又、NPOワ ンネスの代表として、目的を

広く発信します。

lalウォルチェの事業内容

① ―健康生活研究所―

心身の健康創りの事業相談 ・生活相談

② NPOワ ンネスの事業内容

住み良い環境創りの事業提案

③著書 「自分の人生を創る」

連絡先 :(有 )ウ ォルチェ

〒260-0016 市原市椎津12781

FAX 0436-62-7869 大 岩 千良子

♂雪鶴ト

談話 宣

この談話室は、皆さん
の自由なご意見をお待
ちしています。お気軽
に投稿して下さい。

「パートナーシップでまちづくり」
長年、身近な谷津田などの自然を生か
したまちづくりを考え続けてきているが、
現実には何をどうすればよいのか、見当
がつかない。
しかし、谷津田を体験農業、あるいは
環境教育の場として、あるいは、博物館
として利用できないか、農業の活性化は
できないか、などなどと考えたことはある。
今回、環境シンポジウム2000千 葉会議
の第 3分 科会、「谷津田 。里山の保全を考
える」の第 3グ ループ、 「谷津田をまち
づくりの中に生かして行く可能性を探る」
に参加した。
「まちづくり」の視点では、独断と偏見
で最も興味を引いたものは、袖ヶ浦市環
境経済部農林土木課長 松田晴夫氏の田
園空間博物館事業と鳴川市 「みんなみのコ

センター長、渡辺寿雄氏の大山千枚田鴨
川市リフレッシュビレッジ事業の発表で
あった。
前者の個々にある自然を集めて、全体
として博物館にしようという発想は、古
典的な博物館しか知らない世代には、大
変な驚きであった。
また、千枚田のような谷津田は、生産
性の低い農業の現場で、開発のための格
好の標的にもなってきている。後者から
はオーナー制度を導入して、市民と行政
がパー トナーシップで本当に力をあわせ
ているという雰囲気が伝わってきていた。
こんなすば らしい事業が進められている
ことを、もっと多くの方に知って貰いた
いと願っている。

加藤賢三 記
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「第2回松戸まちづくり大賞」発表会を訪問して
～ささやかな支援～

「松戸まちづくり応援団」による第 2回 松戸まち
づくり大賞 。発表会が松戸市役所議会棟 。会議室

において11月20日 に開催された。市長の祝電の

披露についで、縣和子団長代理、副団長 ・椎名氏
の挨拶で、発表会は開始した。エントリー15団

体の発表は順調に行われ、審査を経て次の 5団体
が大賞 (副賞☆50,000円☆)に 輝いた。
1.NPO子 どもの教育 ・生活支援 「アニー基金」

実の親元で生活できない子どもたちに安定し

た仕事につけるように運転免許 ・簿記免許 ・コ

ンピューター等の資格を取るための資金を無利

子で貸す。また出産時には実家の役割をする。
2.「子どもとまち」について考える市民の会
「まち遊び」事業は、今年のまちづくり楽講
の 「まつど未来予想図」事業の中で行った 「ま

ち探検」企画がもとになっている事業等を行っ

た。予想図は「新京成」車両に発表。
3.松 戸ケナフの会

地球温暖化防止策で市民が実現できることは、

省エネ活動と二酸化炭素の吸収増を目的とし

た植林や森林保護のための再生紙 ・非木材紙
(ケナフ紙)で 普及活動する。

4。 まつど景観ラボ

松戸市全体の良好で快適

な市街地空間、景観づくり

を進めるため、まちづくり

プランを考え、市民と行政に提案

するとともに、その実現の方法を探る。第一提

案 。完成。

5,松 戸太鼓愛好会

松戸太鼓は松戸の伝統芸能。子供の教育の一

環として、和 。中 ・小 。竹太鼓で合奏し、老人 。

福祉施設に慰間演奏活動。

応援団は、 「松戸のまちづくりを応援しよう」
「頑張っている人達を応援しよう」「すてきな松戸
をみんなで作ろう」と活動している。市民が市民
の力で資金を作り、市民活動が有効に使い、松戸
の活性化に繋げたいとしていて、ユニークな、 こ

の活動の今後に多くの熱い期待が寄せられていた。
(田邊義夫)

連絡先 :〒2710068 松戸市古ヶ崎8651

縣  和月全 電言舌047-364-3950

第2回繊F~まちづくり大菫発表会
ま僣 松綺摯おづくりヽ織団

〈環境パー トナーシップちば〉

入会申込書 (該当するところを○で囲んで下さい)

会の趣旨に賛同し(個人、団体、賛助会員として)

会費を添えて入会します

―

E  L A  X ]

込 み 先 TEL043-246-2180 FAX 043-246-6969

個人 1,000円  団体 2,000円  賛助会員 5,000円

郵便振替口座 00160-9-401872 環境パートナーシップちば

機腱 lll機澤嗜館金蟻離 |`

編 集 後 記≡≡≡■≡≡

いよいよ環境の世紀が幕を開けた。

しかし、前世紀から持ち込まれた課題は、

あまりにも暗く重い。それを新世紀に

ふさわしく対処するためには、旧きも

のをもう一度振 り返り、その轍の行方

を見定めることから始まるのであろう。

この 「だより」がささやかなりとも灯

台の役を務めることが出来ればと念じ

つつ、新春を寿ぐ。 (L11)
会費納入先

この 「環境パー トナーシップちば」だよりは、再生紙を使用しています。




